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　同社は、平成13年に「バイクパーツのオーダーメイド屋
（ワンオフパーツ屋）」として創業した。従来は売上確保の
ため部品メーカーのＯＥＭ受注が中心となっていたが、リー
マンショック以降、ＯＥＭ受注先の大手２社からの受注が激
減し経営は非常に厳しい事態に陥った。
　それを契機にオリジナルパーツの製造・販売の比率を高めＯ
ＥＭ依存体質からの脱却が急務であるとの認識を持ち、同社の技
術、ノウハウ、情熱を結集し、創業当時の思いを実現するべく、
ホームページを活用し、オーダーメイドパーツに対するユーザー
の高度で複雑なイメージをより現実に近いものにするため、ホー
ムページのリニューアルを含め、オーダーシステムを開発し、
事業化を図ってきた。
　新しいオーダーシステムによる発注方法がユーザーの間で
浸透し始め、同社の製品の認知度も高まり、問い合わせ、受注
額・数量等も増加してきている。特にチタン素材の表面を熱酸
化で発色させ、その上からサンドブラストでオリジナルデザイ
ンの表面加工を施す「ドレスアップ加工」が年々受注増加して
きたが、繊細なデザインや小さな製品への表面加工で限界が
でてきた。
　このような状況の中、オーダーメイドパーツのユーザーは、
より独自性を表現したいというニーズがあり、パーツにデザイ
ン性のある柄や文字を表面加工するユーザーが増加し、加工内
容もより高度化、繊細化している。また、ユーザーの希望する
デザインを施すメーカーが無いことも同社への受注の決め手
となっている。
　現在、同社ではパターン化したデザイン・文字の加工とオ
リジナルデザインの加工を受注しているが、加工方法はサン
ドブラストによるもので、マスキングシートや転写シートの
作成・貼付など工数がかかり、さらに、柄や文字サイズが
1cm角程度の大きさが限界となり、高度化、繊細化するユー
ザーのニーズに対応しきれない状況である。また、製品は受
注オーダー分しか製作しないため、1個の製品で最終加工の段
階でサンドブラストでは精度が悪いと製品として出荷できず
ロスが発生していた。

　レーザーマーキング製法を導入することによって以下の効
果が期待できる。
　①時間短縮による短納期
　② マスキングシート等の消耗品が不要となることによるコ
スト削減

　③ブラスト砂の飛散が無くなり環境がクリーン化
　④ 繊細なデザインを小さな製品にも表面加工を施すことが
可能となる

　⑤ 他社が出来ない個別対応とデザイン性で一層の顧客満足
度のアップ
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デザイン性を高めることができ、ユーザーのニーズを満たす
ことができる。

　平成23年2月に、「ユーザーのイメージを具体化する新しい
オーダーシステムの開発と市場の拡大」をテーマに三重県か
ら経営革新計画の承認を取得した。

　国内の二輪車市場は縮小傾向が明確であり、また、運転者
の年齢構成は、年を追うごとに高齢化し、若年層でのバイク
離れが顕著になっている。しかし、ユーザーの成熟度合は高
まり、バイクそのものへの愛着が向上するとともに、子育等
から解放され、自由になる時間も増える世代のユーザーがい
ることも明確であり、オーダーメイドパーツの装着などバイ
クへのこだわりを表現するユーザーが多数存在し、今後もこ
のユーザー層は増加すると見込んでいる。
　実際、同社も経営革新に取り組み、新しいオーダーシステ
ムを開発・運用するようになって顧客数が増加しており、過
去からのユーザーも合わせると1000件以上の顧客データが蓄
積されている。この顧客層は、当代表者と同じ年齢層で市場
動向とも合致しており、リピート率も高く、他のユーザーへ
の紹介も多く、非常に有益顧客層である。今後はこれら主要
な顧客層への対応強化とともに、年齢層や地域の拡大を図っ
ていく必要がある。
　また、二輪市場の縮小を考慮し、オーダーメイドパーツだけ
でなく、バイク乗りやその周辺のユー
ザーをターゲットとしたチタン製の小物
（コップ、エンブレム、表札など）の表
面加工にも積極的に取り組んでいる。最
近は、アクセサリー（指輪、ブレスレッ
ト、ネックレスなど）でブランド展開
し、ターゲット層の拡大を図るほか、
顧客の求める製品の加工を手掛け、デザイン加工の対象範囲の
拡大、売上の増加につなげていく。受注の拡大に合わせては、
新規人材の採用を行い、デザインデータの入力・整理やレー
ザー加工のサポート等を担当させ、状況に即応した効率的な
事業運営を目指していく。

三次元レーザーマーカーを導入してレーザーマー
カー製法の構築

レーザーマーカーを設置してレーザーマーキング製法を導入し、顧客の要望に合わせてバイク部品の表面加工を施
す。従来の製法より加工数・時間削減、精度向上、コスト削減を図ると共に、対象部品の拡大や新たな製品の加工
に取り組む。
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１．設備導入準備
　内蔵カメラが搭載されており、製品形状が毎回異なる製品
にマーキングをする際に効率よく、また3次元制御や330mm
×(平面)の広範囲で、均一かつ高精度なマーキングができると
いった条件を満たす機種を選定し発注した。
　次いで設備レイアウトを検討、決定するとともにレーザーマー
カー設置台及びレーザー照射位置が容易になる治具を製作したほ
か、納品、開梱、仮設置、動作確認をした。
２．レーザーマーカーの性能確認
　レーザーマーカーの性能を確認するために、レーザー照射
見本を作り、加工方法（3パターン）を変えて問題がないかを
確認した後、レーザーマーカーの特性を掴み、照射条件を確
立した。

３．レーザーマーカーの効果の評価
　従来製法であるブラスト製法とレーザーマーカー法に関し
て、加工工程、加工時間、加工精度、コスト、納期について
調査し、その効果を評価した。
　加工工程は現行の8工程から3工程、加工時間は33分から5
分となり、大幅な時間短縮ができた。加工精度は微小な文字が
加工できることが分かった。コストは製造原価で算出し、85%
の削減となった。納期は加工時間の短縮により、翌日渡しから
即日渡しが可能となった。

１．時間短縮による短納期 
　レーザーマーキング製法の導入で、8工程が3工程に効率化
でき、加工時間も33分から5分に約85%以上の削減でき、そ
れにかかわる人件費などコスト削減と納期短縮効果は多大と

なった。また、イラスト作成ソフトのイラストレーターとの
データの互換性があり、現在保有するデータの活用や新しい
デザインの作成等においても効率的に稼働させることが確認
できた。

２． マスキングシート等の消耗品が不要となることによるコ
スト削減

　ブラスト製法では、マスキングシートやマスキングテープ
が必要であり、加工後はそれらがゴミとなる。レーザーマー
カー製法ではゴミの発生は無くなり、製品の洗浄等が不要と
なったため資源的なコスト削減ができた。
３．ブラスト砂の飛散が無くなり環境がクリーン化
　ブラスト加工には肌理の細かいブラスト砂を使用するた
め、集塵機は設置しているが加工時に砂が工場内に飛散す
る。レーザーマーカー製法では環境面において大きな改善と
なった。
４． 繊細なデザインを小さな製品にも表面加工を施すことが
可能となる

　本事業を活用し「３次元制御が可能なレーザーマーカー」
を導入し、以前よりも高度なデザイン・加工対象のサイズダ
ウンを図り、ユーザーの希望するパーツに、お気に入りの文
字・図柄デザインを作成して、表面加工できる製品の幅を広
げることが出来ると確信した。加工対象を広げることで、バ
イク用のパーツだけでなく、バイク乗りのこだわり等を満た
す製品の延長として、家の表札やエンブレム、コップなどへ
の展開も可能となった。
５． 他社が出来ない個別対応とデザイン性で一層の顧客満足
度アップ

　同社のオリジナル製品は創業当時より問屋販売(業務販売)を
行っていないため、顧客の要望を直接聞き取りデザインして1
個から製品を作り、きめ細かい個別対応というスタイルで支
持されている。レーザーマーキング製法はブラスト製法と比
較するとより繊細な加工が可能で、より小さなパーツでも加
工できるので、加工対象を拡大することができるとともに、
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企業情報
従業者数：4 名
資本金：300 万円
業　種：輸送用機械器具製造業
特　色： 平成 13 年に「バイクパーツのオーダーメイド屋（ワンオ

フパーツ屋）」として創業。レース用パーツやカスタムパー
ツを中心に製作し、最近では溶接技術を活かした小物に
も取り組んでいる。

取り組みの内容

レーザーマーカー設置 照射位置決め治具

【ブラスト製法とレーザーマーカー製法の現状、目標及びテスト結果】

評価項目 現行
ブラスト製法

目標
レーザーマーキング製法

テスト結果
レーザーマーキング製法

加工工程数 8工程 3工程　　　　　　　　3工程
加工時間 33分 5分　　　　　　　　　5分　

加工精度 10mm四方の
文字加工可能

0.1mm四方の
文字加工可能　　　　　0.1mm確認できず

コスト（製造原価） 4,500 円 667円　　　　　 667円
納期 翌日渡し 即日渡し　　　　　　　　即日渡し　

【ブラスト製法】
赤○部分：繊細すぎてマスキングシートが切れない
緑○部分：マスキングしきれず潰れる
黄○部分：小さすぎて不鮮明

【レーザーマーキング製法】

【ブラスト製法とレーザーマーキング製法の作業手順（工程）及び作業時間】
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